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研修に参加した理由や目的 

私がこの研修に参加しようと思った一番の理由は、韓国語を実際に使ってみることで、自分の語学力にもっ

と自信を持ちたかったからです。小さい頃から家族旅行で何度も韓国に行っていて、現地の人と話す機会もあ

ったので、韓国は昔から身近で、大好きな国でした。ただ、大学で韓国語を勉強していても、いざ会話となると

言葉がうまく出てこなくて、自信がなくて挑戦を避けてしまったこともありました。だからこそ今回は、本場の韓国

で積極的に韓国語を使い、間違いを恐れずに話す力をつけたいと思いました。それに加えて、現地の文化や

人との交流を通して韓国への理解を深め、自分の視野を広げることも目標のひとつでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修を通じて経験したこと・気づいたこと・学んだこと 

今回の研修を通して感じたのは、韓国語は知識として覚えるだけじゃなくて、実際に使ってみることが本当に

大事であるということです。授業で習った表現を現地で使ってみると、最初は緊張してなかなかうまく話せない

場面もありました。でも、伝えようとする気持ちを持って話しかけているうちに、少しずつ会話が続けられるように

なっていきました。それに、現地の人たちと交流する中で、言葉の使い方だけでなく、韓国の文化や考え方につ

いても学ぶことができました。 

今回の研修を通して、失敗を恐れずに挑戦することの大切さに気づき、以前よりも韓国語を話すことに自

信が持てるようになったと思います。 

 

 

今後の目標や研修参加を検討している方へのアドバイス 

これから海外研修を考えている人には、少しでも興味があるなら、自信がなくてもぜひ挑戦してみてほしいな

と思います。私自身、韓国語を勉強していても会話にはあまり自信がなくて、以前はレベルの高い授業に挑

戦するのを諦めてしまった経験がありました。でも、実際に韓国で学び、現地の人と韓国語でやり取りする中

で、間違いを恐れずに話すことがどれだけ大切かを実感しました。研修中は、言葉がうまく出てこなかったり、文

化の違いに戸惑ったりする場面もあると思います。それでも、失敗を恐れずに積極的に動いてみることが、自分

の成長につながっていくはずです。語学力はもちろん、新しい環境に飛び込む勇気や自信も得られるので、迷

っているなら思い切って一歩踏み出してみてほしいです。 

 

  



 

 

 


